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７
月
26
日
、
釧
路
農
協
連
共
進
会
場

で
、
令
和
６
年
度
釧
路
和
牛
共
進
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
に
、
日
本
一
の
和
牛
を
決

め
る
た
め
５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る

「
和
牛
の
祭
典
」、
第
13
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
が
北
海
道
で
行
わ
れ
る
こ
と

も
決
ま
り
、
生
産
者
の
技
術
向
上
や
和

牛
の
資
質
向
上
な
ど
を
目
指
し
、
管
内

５
Ｊ
Ａ
（
浜
中
町
、
し
べ
ち
ゃ
、
摩
周

湖
、
阿
寒
、
く
し
ろ
丹
頂
）
よ
り
43
頭

が
出
品
さ
れ
、
月
齢
別
で
４
部
門
に
分

か
れ
体
積
や
品
位
等
の
資
質
を
競
い
ま

し
た
。

　
測
尺
等
の
予
備
審
査
終
了
後
に
審
査

が
開
始
さ
れ
、
一
般
社
団
法
人 

北
海

道
酪
農
畜
産
協
会
家
畜
登
録
改
良
部 

片
山 
陽
介
課
長
が
出
品
牛
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
審
査
の
進
め
方
は
全
道
大
会
に
倣
っ

て
行
わ
れ
、
審
査
講
評
も
全
道
を
見
据

え
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
今
後
の
期
待
感

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
10
頭
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
最
高
位
獲
得
と

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
各

部
門
で
健
闘
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　
主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
表
の

と
お
り
で
す
。

部 結　果 名　号 出品者 地区

１部 優等賞 １席 ひなの 平木　敏明 白糠

２部 １等賞 ３席 ねぴあ５ 吉田　晃博 幌呂

３部 １等賞 ２席 ころね５ 坂本　遼平 幌呂

４部
優等賞 １席 ひまわり 平木　敏朗 白糠

１等賞 ２席 かな３ 小田　剛史 幌呂

入賞牛一覧表（ＪＡくしろ丹頂）

審査員
片山　陽介 氏

ひなのひなの ひまわりひまわり

☆最高位☆☆最高位☆
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令和６年度　釧路和牛共進会　開催令和６年度　釧路和牛共進会　開催



　
８
月
２
日
、
白
糠
町
和
天
別
・
旧
河
原
小

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
青
年
部
音
白
支
部

及
び
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
主
催
の
農
村
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昼
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
経

験
問
わ
ず
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、
熱
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
夜
は
焼
肉
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
子
供
に
は
花
火
が
用
意
さ
れ
、
青
年

部
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
生
バ
ン
ド
演
奏
も
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。夏
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
り
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
た
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月

　
８
月
2424
日
、
白
糠
漁
港
特
設
会
場

日
、
白
糠
漁
港
特
設
会
場

で
「
第

で
「
第
1010
回
港
ｉｎ
し
ら
ぬ
か
花
火
大

回
港
ｉｎ
し
ら
ぬ
か
花
火
大

会
」
が
開
か
れ
、
女
性
部
白
糠
支
部

会
」
が
開
か
れ
、
女
性
部
白
糠
支
部

フ
レ
ミ
ズ
部
会
が
屋
台
を
出
店
し
ま

フ
レ
ミ
ズ
部
会
が
屋
台
を
出
店
し
ま

し
た
。

し
た
。

　
季
節
外
れ
の
暑
さ
と
晴
天
に
恵
ま

　
季
節
外
れ
の
暑
さ
と
晴
天
に
恵
ま

れ
て
、
準
備
し
た
お
に
ぎ
り
・
フ
ラ

れ
て
、
準
備
し
た
お
に
ぎ
り
・
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
・
光
る
お
も
ち
ゃ
は
、

ン
ク
フ
ル
ト
・
光
る
お
も
ち
ゃ
は
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
来
場
客

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
来
場
客

で
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し

で
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し

た
。
打
ち
上
げ
前
に
は
ス
テ
ー
ジ
イ

た
。
打
ち
上
げ
前
に
は
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
、
会
場
は
大
盛

ベ
ン
ト
な
ど
も
あ
り
、
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
！

り
上
が
り
！
1919
時
か
ら
の
花
火
大
会

時
か
ら
の
花
火
大
会

で
は
、
１
万
発
の
花
火
に
部
員
の
皆

で
は
、
１
万
発
の
花
火
に
部
員
の
皆

さ
ん
も
疲
れ
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
い

さ
ん
も
疲
れ
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

農村サマーフェスティバル　開催農村サマーフェスティバル　開催

フレミズ　港inしらぬか花火大会に屋台を出店フレミズ　港inしらぬか花火大会に屋台を出店

夏はやっぱり
花火♪♪

どれが
いいかな？

満塁だぞ～!!
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高校生インターンシップ　実施高校生インターンシップ　実施

　
８
月
９
日
、
鶴
居
村
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
当
Ｊ
Ａ
酪

農
振
興
会
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
晴
天
の
下
、
会
員
・
役

職
員
17
名
が
６
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

個
人
戦
優
勝
は
五
十
嵐 

政

敏
さ
ん
（
当
Ｊ
Ａ
専
務
）、

団
体
戦
は
白
糠
Ａ
チ
ー
ム

（
林 

稔
幸
さ
ん
、
五
十
嵐
政

敏
さ
ん
、
髙
野 

明
徳
農
業

振
興
支
援
課
長
）
が
優
勝
し

ま
し
た
。
大
会
終
了
後
に
は

交
流
会
が
行
わ
れ
、
焼
肉
を

囲
み
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
７
月
29
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で

の
１
週
間
、
Ａ
コ
ー
プ
つ
る
い
店

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
標

茶
高
校
２
年
生
の
生
徒
２
名
を
受

入
れ
ま
し
た
。

　
相
楽
管
理
部
長
よ
り
、
Ｊ
Ａ
の

事
業
や
組
織
概
要
、
地
域
に
お
け

る
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

後
、
生
活
店
舗
で
の
職
業
体
験
が

ス
タ
ー
ト
。
担
当
の
職
員
よ
り
商

品
の
袋
詰
め
や
値
付
け
、
品
出
し

や
陳
列
等
を
教
わ
り
仕
事
を
こ
な

し
て
い
ま
し
た
。

　
短
い
期
間
で
し
た
が
、
仕
事
の

苦
労
や
喜
び
を
少
し
で
も
感
じ
て

く
れ
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。
将
来

の
進
路
や
職
業
選
択
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

の
受
け
入
れ
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
の

活
動
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

若
い
世
代
に
実
践
的
な
学
び
の
場

を
提
供
し
次
世
代
の
育
成
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

酪農振興会パークゴルフ大会　開催酪農振興会パークゴルフ大会　開催
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７
月

　
７
月
2626
日
、
鶴
居
村
４
大
ま
つ

日
、
鶴
居
村
４
大
ま
つ

り
の
ひ
と
つ
「
つ
る
い
納
涼
ま
つ

り
の
ひ
と
つ
「
つ
る
い
納
涼
ま
つ

り
」
が
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー

り
」
が
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー

前
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
な
で
ー
る
に
よ
る
大
正
琴
演

　
か
な
で
ー
る
に
よ
る
大
正
琴
演

奏
か
ら
始
ま
り
、
大
石
村
長
の
乾

奏
か
ら
始
ま
り
、
大
石
村
長
の
乾

杯
の
後
、
恒
例
の
牛
乳
ス
ト
ロ
ー

杯
の
後
、
恒
例
の
牛
乳
ス
ト
ロ
ー

早
飲
み
競
争
も
行
わ
れ
優
勝
を
競

早
飲
み
競
争
も
行
わ
れ
優
勝
を
競

い
ま
し
た
。
全
国
を
巡
る
プ
ロ
マ

い
ま
し
た
。
全
国
を
巡
る
プ
ロ
マ

ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
パ
フ
ー
マ
ン
ス

ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
パ
フ
ー
マ
ン
ス

や
お
楽
し
み
抽
選
会
も
大
勢
の
来

や
お
楽
し
み
抽
選
会
も
大
勢
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
プ
つ
る
い
店
で
は
、
焼

　
Ａ
コ
ー
プ
つ
る
い
店
で
は
、
焼

き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
各
種
ド
リ
ン

き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
各
種
ド
リ
ン

ク
等
を
販
売
し
、
開
演
前
か
ら
行

ク
等
を
販
売
し
、
開
演
前
か
ら
行

列
が
で
き
る
ほ
ど
大
好
評
で
し

列
が
で
き
る
ほ
ど
大
好
評
で
し

た
。
た
。

　
８
月

　
８
月
1313
日
に
は
「
幌
呂
盆
踊
り

日
に
は
「
幌
呂
盆
踊
り

大
会
」
と
「
上
幌
呂
夏
祭
り
」
が
、

大
会
」
と
「
上
幌
呂
夏
祭
り
」
が
、

８
月
８
月
1414
日
に
は
「
鶴
居
ふ
る
さ
と

日
に
は
「
鶴
居
ふ
る
さ
と

盆
踊
り
・
花
火
大
会
」
が
開
催
さ

盆
踊
り
・
花
火
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　
ど
の
お
祭
り
も
露
店
な
ど
が
出

　
ど
の
お
祭
り
も
露
店
な
ど
が
出

店
し
、
盆
踊
り
に
参
加
さ
れ
る

店
し
、
盆
踊
り
に
参
加
さ
れ
る

方
々
な
ど
で
会
場
は
賑
わ
い
ま
し

方
々
な
ど
で
会
場
は
賑
わ
い
ま
し

た
。
花
火
大
会
は
天
候
に
恵
ま
れ

た
。
花
火
大
会
は
天
候
に
恵
ま
れ

て
、
迫
力
の
打
ち
上
げ
花
火
に
歓

て
、
迫
力
の
打
ち
上
げ
花
火
に
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

夏だっ!!夏だっ!! ビールと花火と盆踊り～♪
ビールと花火と盆踊り～♪
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８
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
厚
岸

宮
園
公
園
野
球
場
で
、
令
和
６
年
度
釧

路
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、

参
加
し
た
７
チ
ー
ム
が
白
熱
し
た
試
合

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
優
勝
を
目
指
し
初
戦
ホ
ク

レ
ン
と
の
対
戦
。
４
番
・
販
売
課
（
音

白
担
当
）
西
川
係
長
の
放
っ
た
タ
イ
ム

リ
ー
ヒ
ッ
ト
が
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
見

事
初
戦
突
破
。
準
決
勝
は
し
べ
ち
ゃ
Ａ

と
の
対
戦
。
両
チ
ー
ム
ヒ
ッ
ト
の
連
続

で
前
半
点
の
取
り
合
い
に
。
後
半
粘
り

を
み
せ
る
も
惜
し
く
も
３
対
６
で
敗
退

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
普
段
は
な
か

な
か
交
流
の
な
い
他
部
署
の
職
員
や
、

他
Ｊ
Ａ
の
職
員
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
年
齢
・
経
験
を
問
わ
ず
、
熱
い
姿
を

見
せ
て
く
れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
！
思
い
っ
き
り
体
を
動
か

し
頑
張
っ
た
証
は
、
翌
日
の
筋
肉
痛
で

す
ね
。
球
場
へ
応
援
に
駆
け
つ
け
て
下

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
ご
声
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

令和６年度　釧路管内ＪＡ野球大会　開催令和６年度　釧路管内ＪＡ野球大会　開催

優勝：JA摩周湖

摩
周
湖

阿

寒

く
し
ろ
丹
頂

し
べ
ち
ゃ
Ｂ

ホ
ク
レ
ン

し
べ
ち
ゃ
Ａ

釧
路
太
田

7

5 3 65
じゃんけんにより
摩周湖勝利

2 日目
1日目

2 3 0 8 14

2

大 会 結 果

敢闘賞☆西村選手

新加入☆瀧澤選手と伊藤選手

ウグ
イス嬢です♪

眞鍋選手
ファインプレー！

志賀選手
気迫のプレー！

イテッ…
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

～水水について考える～ 
水は乳牛の体重の約８０％を占める重要な物質です。泌乳牛の水分要求量は哺乳類の中

で最も多く、泌乳牛の 1 日あたりの飲水量は 75～180L と言われており、乳量の 3 倍以

上の水を飲むことになります。 

    飲飲水水行行動動      

乳牛は 

 ・採食後および搾乳後 2 時間に 1 日の飲水量の 40％を摂取する。 

 ・1 日に 10～15 回程度飲水行動を行う。 

そのため、牛がいつでも飲みたい量の水を飲めるように環境を整備してあげましょう。 

    必必要要量量がが満満たたさされれてていいるるかか      

【【繋繋ぎぎ牛牛舎舎のの場場合合】】  

ウォーターカップの吐水量は 2200 秒秒ああたたりり４４～～66ＬＬであれば１日の必要量が確保でき

ています。 

 →吐水量が不足している場合は、①水道管の口径を大きくする ②給水タンクを設置

する などの対策が必要です。 

※確認する時は搾乳後ミルカー洗浄時など、最も水を使うタイミングに水源から一番遠

いところを数カ所、測定することが望ましい方法です。 

【【放放しし飼飼いい牛牛舎舎のの場場合合】】  

 10 頭以上の群で水槽は 2 カ所以上必要です。「○頭に対して水槽▲個ではなく」 

水槽幅が 11 頭頭ああたたりり最最低低 99ccmm 程程度度確保できているかが重要です。 

 →水槽幅が不足している場は、大きい水槽へ更新するか簡易水槽を設置しましょう。 

    清清潔潔なな水水槽槽     

飲水量を確保するためには、水槽が清潔であることがとても重要です。 

こまめに掃除しましょう。 

 

※詳しくは普及センターへ問い合わせ下さい。 

自分が飲んでも良い
と思える水槽を！！ 
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ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて

第２回 東野ひでき氏の主張と人柄紹介

　我が国の農業・地域社会を取り巻く環境は大きな転換期を迎えております。
　超高齢化社会の到来による人口の減少や、国際情勢の不安定化、地球温暖化による
気候変動、環境問題への関心の高まり等のなか、食料・農業・農村基本法が四半世紀ぶ
りに改正されました。
　生産現場においては、担い手や農地面積の減少による生産基盤の脆弱化、肥料・飼
料・燃油など生産資材の高騰等により、今なお先が見えない不安が広がっております。
　今こそ、農業者やＪＡ役職員さらには地域住民が将来にわたり希望の持てる食料・農
業・農村政策の確立が不可欠であると考えます。
　今後、皆様のところにできるだけ多く足を運び、真摯に皆様の声に耳を傾け、より理解
を深め、生産現場の思い、ＪＡグループのその声を国政に届けなくてはならない、その使
命感に今みち溢れております。また、努力を惜しまない覚悟であります。
　専業農家、ＪＡ組合長としての経験を生かし、『農業者・ＪＡとともに､まっすぐな農政！』
を合言葉に、農業者および地域が夢や希望を叶えることができるよう、全力で取り組ん
でまいりますので、皆様方のご指導
ご鞭撻をお願い申し上げます。

【ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて】と題し､農政活動や参議
院選挙の仕組みなどを､来年夏頃まで連載いたします。次回（第３回）は､
東野ひでき北海道後援会の取組みについて紹介します。

東野ひでき公式
LINEアカウントへの

登録はこちらから

東野ひでき北海道後援会

■プロフィール
　昭和46年11月､名寄市生まれ。
　名寄高校､拓殖大学北海道短期大学（農業経済科）
　卒業後､稲作農家の5代目として就農。
　平成15年 風連町農協 青年部長､
　平成21年 ＪＡ道北なよろ 理事､
　平成27年 ＪＡ道北なよろ 代表理事専務､
　平成29年 ＪＡ道北なよろ 代表理事組合長､
　令和3年 北海道厚生農業協同組合連合会 理事､
　令和5年 ＪＡ道北なよろ 会長理事､ホクレン農業
　協同組合連合会 代表監事
■家族構成
　両親､妻､息子夫婦､孫3人の9人家族
■経営概況
　稲作(もち米)17ha､小麦2ha､アスパラガス､寒締めほうれん草､スィートコーン､切り花､薬用作物
■座右の銘
　置かれた場所で咲く
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QRコードから
ダウンロード！

URLから
ダウンロード！
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本店共済課　　　　　☎0154-64-5477

白糠支店金融共済課　☎01547-2-2183
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本店共済課　　　　　☎0154-64-5477

白糠支店金融共済課　☎01547-2-2183
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牛乳をも～っと食卓に

今月のミルクレシピ
こんなに簡単でいいの !? おうちで本格派の味

トマトと牛乳でつくるチキンカレー
材料（2人分）

作り方

鶏もも肉…300g
ヨーグルト…90g

バター …………………………… 30g
トマトの水煮（缶詰 /カットタイプ）…1缶
牛乳 …………………………… 180ml
塩 ……………………………………適宜

A

　　しょうが（すりおろし） ………… 2かけ分
　　にんにく（すりおろし） ………… 2かけ分
　　カレー粉 …………………………… 大さじ2
　　塩 ………………………………… 小さじ1/3
　　顆粒チキンスープの素（中国風）… 大さじ1/2
　　粉チーズ …………………………… 小さじ1

①鶏肉は小さめの一口大に切る。
②鍋にバター、トマトの水煮を入れて火にかける。煮立ったら、①とヨーグルトとAを加える。再び煮
立ったら弱火にしてふたをし、時々かき混ぜながら、5分間煮る。
③牛乳を加えてふたをし、さらに10分間煮たら、塩で味を調える。

夏の思い出ができましたね！

つぶやきコーナー

大ちゃん
ラヴィット！大好き中３

Ｓ．Ｍ

ジュン

ラッコ

来年も来て
ほしいですね☆

何匹釣れましたか？

応援しています！
頑張ってくださいね！！

残念…とてもおいしい
ブルーベリーだったんですね！
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《応募方法等》
正解者３名に鶴居酪楽館の

「チーズセット」をプレゼント!

なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。
左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》
　2024年９月25日まで
　当選者の発表は10月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

A B C D E

9月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

今回の答えは10月号に掲載するよっ！！

1 3 8 10 12８月号
の答え

・ラッコ さん　・大ちゃん さん　・どんぐり さん
おめでとうございます!! ８月号の当選者

１　ホタルが多く飛んでいる 
３　家の明かりが消えている 
８　魚がいない　　　10　ジュースが違う
12　ホタルの光が大きい

ククロスロスワワードードパパズルズル

ヨコのカギ

タテのカギ

１　—９月２日は――の日。ハズレくじ対象の抽選もあり
ます

２　ドミソとかドファラとか
３　握りずしを数えるときに使う言葉
４　ミョウガはこの部分や若い茎を食べます
６　前身は江戸です
８　敬老の日に――へ日本酒を贈った
10　素晴らしい考えのこと
12　南の島に似合う植物
14　――手振りを交えて説明した
16　急須のお茶を注ぎます
18　ノブを持ってあけます

１　わらなどで編んで米や炭を詰めます
３　「　」や（　）のこと
５　長く連れ添った夫婦は似てくるとか
６　アキアカネ、オニヤンマといえば
７　からすみはボラなどの――を加工したものです
９　食パンのふちの部分
11　筒に強く息を送り込んで矢を飛ばします
13　派手なところがありません
15　明日の授業に備えて――をした
17　房で売られる果物
19　神の起こした洪水を箱舟で乗り越えました
20　天竺牡丹（てんじくぼたん）とも呼ばれるキク科の花
21　一時的に寝ること

どなたでも応募できますのでたくさんの応募お待ちしております。

キ
リ
ト
リ

ククロスロスワワードードパパズルズルににチチャレンジャレンジ‼‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～
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辞　　令　　発　　令
氏　　名 新　所　属 旧　所　属

門　　彩夏 金融共済部 白糠支店金融共済課 金融共済係兼総務係 金融共済部 本店金融課 金融係

小笠原聡美 金融共済部 本店 金融課 金融係 管理部 管理課 企画管理係

（令和６年８月７日付）

大変お世話になりました。

廣　田　勇　海　　購買部 音別・白糠購買課

７月31日をもって退職となりました。

石　井　公　道　　管理部付

８月21日をもって退職となりました。

■
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集
発
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釧
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■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ お盆は、いかが過ごされましたか？お祭りに参加したり、お休みを利用して帰省された
方たちと久しぶりに会ったりと、楽しく過ごされたことと思います。私も取材でお邪魔
したお祭りで、懐かしい方に会い驚きました！
　 ９月に入り、そろそろ夏の疲れが出てくる時期になります。二番草作業が始まった地区
もあり、これからまた忙しい時期を迎えることと思います。実りの秋も近づいてきまし
たので、おいしいものを食べて乗り切りたいですね！（門脇）

■令和６年度 　生乳生産実績（７月）
月計乳量（kg） 同月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,966,365.3 96.5 36,021,631.0 98.6
鶴 居 地 区 3,493,873.7 98.6 13,834,772.6 101.1
幌 呂 地 区 2,593,208.0 95.9 10,510,988.6 99.2
白 糠 地 区 1,633,898.3 93.9 6,599,243.3 95.1
音 別 地 区 1,245,385.3 95.9 5,076,626.5 95.4

管 内 計 43,543,485.4 97.5 176,154,073.0 99.6
（前年度管内計） 44,660,428.7 176,822,795.9

理　事　会　報　告
７月定例理事会　令和６年７月30日（火曜日）
報告事項　 

１．専決事項及び諸会議について　

２．各委員会・諸会議等について

３．６月末財務状況について　

４．事業の実施処理状況について

５．—次期生乳計画生産方針策定に向けた意見集約の報

告について

付議事項　 

議案第１号　—固定資産の取得について

議案第２号　諸規程の制定について

その他協議事項　 

１．—「第31回ＪＡ北海道大会」組合員組織討議の実施

に係る取り進めについて

２．当面の業務日程について

３．その他


